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「スパトニン」に依るフイラリア症の治療
長崎大学風土病研究所臨床部(溺導:来任所員　北村精⊥一教授)
助教授 片峰大助
(本論文の要旨は第27固長崎医学会総会にて発表した)
茅1章　　緒　　　　　言
今日迄「バンクロフり糸状虫駆除の目的
にて種々の薬物が使用されて来たカ転何れも無
効に近く、確茸な治療法は未だ蚤見されて居
ない0　　　　　　　　　‡
又所謂糸状虫症の治療も仲々社事とされ僅
かに所謂「くさふるひ」著作に封しては「ス
ルファミン」剤、連鎖状球菌血清が用ひ・られ、
陰嚢水腫象皮病に封l．ては手術的療法を以て
満足せなければならない耽現にある0
フィラリア症中患者の最も苦痛とする乳廉
（血）尿症にも古来種々の化畢療法が行はれ
て釆た。現在まで使用された薬物を挙げて見
ると、「ピタワン」酸「カり（She山be其の
他）、「フィラリア」丸（入澤、宮川、山田）、
・＼
沃慶加盟（中田、笹岡、寺田）∴塩酸キニー
ネ（宮川∴志賀、高月）、「メチレンブラウ」
＼
（Fliptその他）、「ラィラリわン」．（菅沼J所
藤）「アンチ去ン」剤（井乱川口其の他）、
蒼鉛剤（井尻、その他）、及び「サルバルサ
ン」等で夫々治験例の報告があるが特に「サ
ルバルサン」は最も賞用され、之を有効なり
とするものに　Lower，Pilcktr，BrinCS池上、
笹岡、奔藤等の報骨があるが遠山、北川、阿
久津等はその効は認′め経いと・云レ、高尾、武
藤、根津、梅津、土肥、山田し田中、志賀、
徳永、尾形坪等の報告ではその効が相年ぼし
てゐる。
「サルバルサン」を始めとして以上の薬物
¢封しその後多数の追試が行はれたがその効
果は無効又は不確茸のことが多く期待出奔な
い。一之等の薬物による乳磨尿の閉止は薬物そ
のものの効果ではなく寧ろ乳靡尿症に屡々見
られる自感治癒或は一過性閉止に依るもので
あらうとする者が多く、Woodの始めた腎孟
内薬物注入療法の普及によりそ日では軌ノど
顧みられない妖態にある。廃し腎孟内注入療
法もその効果は100％ではなく叉更に相等数
の軍費例が認められる鮎必ずしも理想的の治
療絵とは云はれない。「フィラリア」痘浮浸地
の多くは都合を離れた寒村避地であって腎孟
内泣入療法甲様な専門的技術を要する治療は
望まれない。、乳靡（血）尿症の治療に関しても
内服女は注射等による簡単なしかも適確なイヒ
拳療法の出現は大いに切望されて居る所であ
る。
1947年Hewittその他の諸氏はトDiet毎1－
ca・rbamyl－4一血ethylpiperaz；ne hydrochloridな
る組成を有するHetra214n　を「フィラリア」
症に使用し、血中仔虫の速かなる消失を認め
丹毒楼熱賛作、陰嚢水腫、軟性象皮病に著効
を見た事を報告して居る。
今回同剤の杓榛酸塩たる邦製「スノミトニン」
を以て埠試し良好なる成績を収めたので報督
する。
費　　験、成　　績
効果観察の対称と′した症例ほ、乳靡尿症25例、淋
＼
巴陰襲2例、・象皮病】例、熱発作現有者1例、その
他仔虫陽性者31例、計60例である○
「スパトニソ」の使用法は一回畠0・1g，一瓢≡回
服用、一日量0・3gな原則とし症例に依ってほ更に
0．6～0・9～1．2g迄増量して投与Lた。
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血中仔虫ほ午後11時毎常同条件の下に耳柔採血し
宋棺血60㎡m3中の仔虫数な算定した。
検血は投与前い投与開始後夫々24時間、3　日、7
日、その径仔虫数消失まで7日毎に採血し仔虫の減
少、消失の状況な鶴廃した。
乳靡（血）尿の治瞭判定ほ尿が清澄となり尿蚤自、
＼
脂肪な証明せず、更に脂肪食な与へて再び尿の滴濁
な来さないものな閉止としその後の寵過な碗廃した。
t
ノ
1）血中仔虫に射する効果
血中仔虫陽性者37例な投薬量及び治転日数により
4群に分ち仔虫減少、消失の状況毎観察すると
第1群『0名にほ一日量0・15g在㍍7日間投与する
と表に見る如く仔虫は速かに血中より減少し5例は
服薬終了時の一週間目にほ既に仔虫な発見出ミ来ない。
しかし服薬終終了後十・ケ月別土於て他の5例にほ少
！数ではあるが未だ仔虫が証明される0（第1表）
第2群として9例に一日量0・15gな14日投与する
と服薬終了後の一ケ月別ご4例の陽性者が残る。
（第2表）
第1表
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第　2　表
第2群　　0・15gx14
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l
第3群12例にほ－・日量な0・3－0・6gに増量し10ム
14日（合計3・3g′－4r2g）投与して見ると　ユケ月日後
の仔虫陽性者は著明に減少して2名に過ぎない与乃
至18ケ月まで観察し侍た4名ほ何れも陰性庵持続し
てゐる。（第3表）
第　3　義　　　　弟3群　　3・3g′一4・2g
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帯　4　表 第4群　ナ・8g～26・Og
更に第4群として総量7・8g－26・Ogの大量な投与
した6例は1ケ月後に於ても全例陰性更に6乃至18
ケ月間仔虫の出現な見ない。（第4表）
今各群の治療成漬な総括的に見ると、第5表の通
りである。要するに「スパトニソ」の血虫仔虫に対
する卓効がありその投与によりて仔虫は速かに減少
し、一日量0■3g以上な与へる時は大部分は1乃軍
2週間目にほ血中より消失する0
l
弟　5　表　　M・F・に対する効果ム
ヰ「■％『備幸
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2）乳腱（血）尿症に封する効果
乳廉（血）尿症25例に対して血中仔虫の有無に拘
ほらず「スパトニン」な一日量0・3g、更に0・6－
0．9－1．2gと増量して投与な稚続して行くと殆んど
全例に於て先づ尿の寒天様凝固、や繊維素塊が消失
乃至ほ次第に減少して尿閉等の訴へが少くなり、15
例ほ治療日蓼にして8－40日、薬量にして5・1gよ
り　37・6gで尿の乳尿様潤濁、注血尿、尿脂肪続いて
尿蛋白も消失して尿は全く清澄といなった。其後脂肪
食な与へても尿の潤濁な宋さない0第1、2、一8、12
例の様に投与開始後2一旦日間尿の寒天様凝固、潤
濁、展開等の壇強な訴へ一時症状の噂窓な恩は強る
ものもあったが何れも一過性の現象であった0乳靡
（血）尿の場合「スパトニソ」の鍔与に依り尿は一
投に先づ寒天様凝臥繊維業塊が消失し尿閑の訴へ
が少く－なる。次いで尿は次常に洞濁度が減ずるので
ほなくして突然清澄化する傾向が見られ沃度「ナ1、
ノ
リサム」腎孟内注入に■よる治癒磁過と同様である0
合併した血尿も乳頗尿、繊維素尿の閉止と同時に戎
ほ之等に先ん一じて消失した0
他の10例は何れも尿の寒天様凝固、繊維素塊ほ消
・失、潤濁度も軽減苦情な訴へない様になったが40日
！
乃至80即こ亘り35・Ogより4ら・Ogな与へたが尿潤濁
は完全にほ消失するにほ至らず無効と判定した0
－・且閉止した15例申め4例ほ60日乃至160日の経
過にて再発な見たが他は現在まで再発な見ず長いも
のでほ2年間清澄な持続してゐる。
閉止例に就き閉止に要した治療日数及び投薬屋庵
見ると治療日数は關乃至4ク日で、15例中9例は20
日以上な要してゐる。投薬量ほ『Og以上1・1例、15
g以上6例、20g以上な要したもの3例であった0
，「スパトニソ」の効果と病歴との関係な見ると簿7
．表に示す如く発病後一年以内のものは12例申11例
閉止し優秀な成琵な見たが2年以上45年な縫過し
たものでほ閉止例ほ13例中僅かに4例でその効率は
著しく低下してゐる。病歴の古いものほ治療に抵抗
する傾向が見られる0
以上の成績に見る如く「スパトニソ」による乳靡
（血）尿の治療成硫ほ25例申15例に閉止な見、その
率は60・0％、申再発4例で概ね、沃度「ナトリウム」
腎孟内注入療法に比肩し得る成麓な得た0又無効と
判定した10別に於ても尿の寒天様凝固や繊維素塊の
減少は歴然たるものがあり成る程度の影響は認めら
れた0
特に以上の成琵は大部分発籠前の「スパトニソ」
試供品に依づた革な附託する9
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第　6　表　　　　フィラリア症に対する効果
一息著名一癖　名靂強歴にい甘い一浩訳筆l投一組一関止期間ー
22～…㍍…7…{……{…一一『百『百百
弟　7　表　効果と病歴との関係
」ニムニニ■い■ご‡一三＝三一
ご年言上竺45≡戸；戸タ；
3）その他の「フィラリア」症に射する効果
以上の使用症例中所謂「くさふるひ」熱著
作常習者6名があったが治療後長いものは2
ケ年を経過するが殆んどが熱畿作は消失い唯
1例10ケ月日に蓉作を見た0　　　　　　ン
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淋巴陰嚢の2例は陰嚢皮膚畿赤、「くさふ
るひ」株熱後作を合併し淋巴漏高度．にして
「おしめ」を一日数回交換車重し肉体労働は
全く不可能であったが、1例は8『・2gい　他は
二15gの環輿にて熱賛作い淋巴漏は殆んど消失、
陰嚢皮膚は乾燥」労働によつでも増悪の傾【計
がない0．
象皮病の1例は20日間い6・Ogの服用にて
潮時大槌下部い下腿の炎衝性浮腫が減少し1
ケ月の後には夫々37・0叩が33，Ocmにい
34・5cmより33・0emに縮少した0
陰嚢水腫の3例も穿刺内容量の減少が見ら
れた0乳磨尿に合併した軽度の1例は1ケ月　■
の後殆んど吸牧された0
第4項　　全　身　症　状
第8表に示す様にSupatonin　の服f別こ依って起る
全身症状と、してほ殆んど全例に頭重感、全身俺怠、
食恩不振が見られ、その他筋肉囁、下肢構、睡気等
√が相尊高率に見られ中にほ軽度の発熱、，精系索引痛、
腹痛、淋巴晩の有属性腫脹庵訴へるものもあらたが
何れも比較的鞋症にして一喝に服薬開始後24時間頃
より現はれ2～5日間に最高に達し1週間の後にほ
殆んど消失する。その後ほ治療な続行しても全身症
状はなく、！い5gまで増量しても又『ケ月以上連続
投与しても認むべき副作用はなく、為に服薬ね中止
しなければならない様な例にほ遭遇しなかった。唯
一例0・3gの投与により第2日目より3日馴こカヰナ、
、頭痛、発熱、四肢筋肉痛、悪寒戦懐、淋巴隠の有精
性腫脹等「くさふるひ」の発作な恩ほせる様な全身
症状があわ4～5日間就床な余儀なくされた例があ
るが1週間削こ笹薮快した0
以上の様にSupatoninの服用による全身症状はあ
たかも血中仔虫の減少消失が最も野著な時期に一致
して拐ほれしかも殆んどが旬日にして消失し爾後S
upatonin増量して投与な鰐擁しても再びかゝる症状
の現はれない点から考へてこの全身症状は薬和その
ものによる副作用ではなく仔虫或は母虫の死滅によ
り遊離された虫体物質の吸収が行はれる結果起る一
種の「アレルギ～J性の反応でありSupatoninがフィ
l
ラリア駆除に有効に作用してゐる証左と考へられる。
精釆、股淋巴隠に見られる有精性腺脹の増大ほ母
虫に対する作用な暗示してゐるものではないか。
第　8　義　　　金　身　症　状
二3　　一二　　三：　　二一　　　二：　　　≡　　　÷　　　い；　　　≡　　　≡　　　ご　　　ミ　　　ニ　　：
「スバトニン」の血液優に及ぼす影響
8例に就いて「スパトニソ」服薬後3日、7日、14
日更に7日毎に35日まで血液像の変化な初審した0
赤血球数　8例申3例ほ「スパトニソ」の投与に
より操かに減少してゐるが大多数は殆んど変化なく、
乳藤一（血）尿が閉止すればかへつて増加の傾向な示
l
すものがある。概して赤血球数は不変であると量ふ
尋が町衆る0
白血球数「くさふるひ」、三発作直後の一例は白血
球増多症が認められたが服用開始後漸時減少して正
常値な示す様になった0　　　　　　　　　．
ム乳靡（血）尿症は一般に白血球減少な見る者が多
いが，脚咽始筏増加したもの5†不変3－で一瞑
に増加する傾向があるがそれ程著明でほない0乳陳
（血）尿が閉止すれば全例増加して正常値に帰る0
第　9　表　　エオジン嗜好細胞
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「ェオジン」噂好細胞　特異なのほ「ェオジン」
噂好細胞の態度で、運療前は8例共5・0乃至IOいb
％内外の軽度の「エオジノフィリー」があったもの
が投与な開始すると何れも急激に増加し3乃至7日
の問に最高値な示し、甚だしきものは治療前の2～
3倍、32．5％に達するもゐもあつ′た。この「エオヂ
y」嗜好誰胞の増加はあたかも血虫仔虫の減少消失
の最も旺盛な時期及び全身症状発現時に一致して起
ってゐる。其後7－14日目頃より峠な越して漸時減
少し3～4週間の後には治療蘭め値よりも下降して
正常値な示如こ至るものが多い。（第9表）
淋巴球　増加4、不変3、減1、で僅かに増加の
『
傾向があり乳廉（血）尿閉止後は増加する0
棒状咳、単核、移行型等は共に増加せるもの2、
不変3、減少2で、概ね変化がないと見放すことが
出来る。
絶括及び考察
「へテラザンユのフィラリア症に封する効
果に就いては既にHewitt，01iverいGohzalez，
CunningbA㎡　Hawking等の報告がありその
卓効は一般の認むる所であるが我々はその杓
榛酸塩たる邦製品「スパトニン」を試用しフ
ィラリア仔虫及フィラリア症に効果を認めた0
1）血中の仔虫は「スパl、ニン」の投輿によ
り速かに減少し泊失するがい今各群の治療成
績を一党すると一日一畳0・15gい・7－1′4日の投
輿では未だ仔虫が餞存するが－一日量を0・3g
に増量すると大部分は7－14日にして仔虫は
血中より拍失しその後6ケ月乃至2年間観察
し得た7例は何れも仔虫の再出現を見ない0
Hawk；ng（1950），Lagrange（1949），Sewel
and Hawking（1950）等は「へテラザン」の
母虫に封する効果に就いて疑問をいだいてゐ
るがい我々の賛助例より見て少くとも母虫に
封しても強い影響を及ぼす事が想像されるが
確証はない0治療中に現はれる一過性の「エ
ォジノフィリ＿」も仔虫の缶無に関係なく見
られる現象で亭は仔虫及母虫の死滅吸収を意
味するものと考へてゐる0
「フィラリア」虫駆除に必要なる薬量につ
いてMichael－Kenny，Hewit等は治療中現は
れる全身症状は母虫に封する効央を示すもの
として最後の全身症状畿硯後更に3週間投輿
の必要を説いてゐるがい著者はその成績から
一日量を0・3gとし絶量5・Ogいを以て－ク
ールとし血中仔虫の有無、声オジン晴好細胞
の態度い全身症政教現の状態を考慮して必要
に應じ追加段興する事にしてゐる0
2）乳廉（血）尿症に封する効果は未だ外
国文献にも見ない所であるが25例中開腱15
例、再番4例や！持に病歴の新いものには極め
て良好な成績を得た0乳廉（血）尿に封して
は一日量0・3g以下では殆んど影響を見す仔
虫の有無に關せず0・6－0・9岳－と増量して少
くとも20日以上連続段興する必要がある0其
の他「くさふるひ」畿作い淋巴陰嚢、軟性象・
皮病等の諸症にも効果が見られる。
「スパトニン」投輿の、場合硯はれる全身症
・状は血中仔田城少の最も旺盛なる時期、又㌢
過性「ェオジノフィリー」出現の時と同じく
して硯はれェオジン噂好細胞の減少と併行し
て消失すること又仔虫の有無に關せず有症状
者の治療にあたって特に強く現はれる事など
から考へて之等の症状は薬物の副作用ではな
くフィラリア虫の死滅による虫体物質吸収の
結児硯はれる一種のアレルギー性の反應と考
へられる。
以上め如く「スパトニン」の「フィラリア」
症に封する効果は昔日すべきもぁがあり劃胡
l
的の化學療法剤と云はねぼならないが母虫に
＼
封する効用及び投輿重い－方法等に閲し更に絵い
一二三さ～いい三三ム三一い二三∴一いニテニ三三
考へられて乗た傾向があるがい「スパトニン」
の短期間の内服により可なり高率に症状の拘
週を見ることは「フィラリア」症特に乳廉
（血）尿症の糞生機序を考へる上に重要な示
唆を輿へる・ものと云はなければならない0
潤筆に箪み終始熱心な御指導と校閲の労なとられた北村教授に深謝す0
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